
科目番号	 132 

授	 業	

科目名	

【Ｇカリキュラム】	 民法(契約)Ⅱ	 ※本年度は開講せず	

【ＥＦカリキュラム】	 契約法Ⅱ	
その他参照	 開講年次	

【Ｇ】2	

【EF】2	
単位数	

【Ｇ】2	

【EF】2	

科目区分	 専門科目：【Ｇ】教科及び教科の指導法に関する科目（-・-・-・-）／【EF】教科及び教科の指導法に関する科目（-・-・-・-）	

担当形態	 単独	
【Ｇ】教員の免許状取得のための	 （-・-・-・-）科目	

【EF】教員の免許状取得のための	 （-・-・-・-）科目	

施行規則に定める科目区分又は事項等	 	

サブタイトル	 民法の基礎を学ぶ（その 4）	 担当者	 勝田	 信篤	

授業概要	

【概要】	

	 契約法の後半について、具体的な例を挙げながら解説する。	

	 講義は板書および口頭での解説による。基本的なことは必ず板書するので、まずこれを理解することを第一に考えてほしい。	

	 尚、授業中の私語、携帯電話等の使用を禁ずる。	

	

【到達目標】	

	 学習した内容を現実の事案にあてはめて、妥当な解決方法を導けるようになる。	

履修条件	
特になし	

	

教科書・

参考書	

【教科書】	

	 平野	裕之『コア・テキスト民法〈5〉契約法』新世社、2,700 円	

	 六法（どの出版社のものでもよい。ただし、平成 31 年版。授業の際には必ず持参すること）	

【参考書】	

鎌野邦樹『今日から役立つ民法』ナツメ社、1,512 円	

授業回数	 授業内容	

1	
ガイダンス・契約各論序説	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

2	
贈与①性質	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

3	
贈与②効果	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

4	
売買	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

5	
売買契約の成立	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

6	
売買契約の効力	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

7	
売主の担保責任①561～563 条	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

8	
売主の担保責任②564～566 条	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

9	
売主の担保責任③567～572 条	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

10	
賃貸借契約の成立	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

11	
賃貸借契約の効力	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

12	
賃貸借契約の終了	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

13	
借地借家法	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

14	
交換・消費貸借・使用貸借	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

15	
雇用・請負・委任・その他の典型契約	

予習：教科書、レジュメの該当箇所を通読、疑問点記録。（60 分程度）	 復習：本ページ末【自宅での学習例】参照。（120 分程度）	

評価方法	
授業内に行なう理解度確認テストを特に重視する(90％以上)が、出席、授業への参加度等(10％以下)も加えて、総合的に評価する。	

なお、出席の悪い者にはマイナス評価とする。	

評価基準	

Ｓ：授業内容を理解しており、秀でた応用力がある、Ａ：授業内容を理解しており、応用力もある、Ｂ：授業内容を理解している、Ｃ：最低限の

基礎力を備えている、Ｄ：基礎力が不足している、Ｅ：基礎力が著しく不足している、Ｆ：確認テストを受けていない、出席がない場合評価不能

とする。	

その他	

【自宅での学習例】ノートを見ながら、その日の授業内容を再現してみる。疑問点が生じたら、まず教科書、参考書等で調べ、それでもわからな

ければ、次回の授業時に質問する。	

※G ｶﾘ：法【-】ｽﾎﾟ【-】情【-】／EF ｶﾘ：法【-】ｽﾎﾟ【-】経【選択必修（β）】	

 


